
2022年3月期 第1四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2021年7月29日

上場会社名 日本アビオニクス株式会社 上場取引所 東

コード番号 6946 URL https://www.avio.co.jp

代表者 （役職名） 代表取締役執行役員社長 （氏名） 竹内　正人

問合せ先責任者 （役職名） 経営企画本部経理部長 （氏名） 西尾　純一 TEL 045-287-0300

四半期報告書提出予定日 2021年8月12日

配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

（百万円未満切捨て）

1. 2022年3月期第1四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第1四半期 4,374 18.3 325 ― 315 ― 179 ―

2021年3月期第1四半期 3,699 8.9 △40 ― △84 ― △174 ―

（注）包括利益 2022年3月期第1四半期　　170百万円 （―％） 2021年3月期第1四半期　　△212百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第1四半期 63.47 52.61

2021年3月期第1四半期 △61.74 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第1四半期 22,845 9,483 41.5

2021年3月期 26,217 10,296 39.3

（参考）自己資本 2022年3月期第1四半期 9,483百万円 2021年3月期 10,296百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2022年3月期 ―

2022年3月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利の異なる種類株式（非上場）の配当の状況については、後掲「種類株
式の配当の状況」をご覧ください。

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,000 △1.0 1,550 13.7 1,500 16.3 1,300 26.1 460.37

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期1Q 2,830,000 株 2021年3月期 2,830,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期1Q 6,221 株 2021年3月期 6,171 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期1Q 2,823,807 株 2021年3月期1Q 2,823,933 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



１株当たり配当金

（基準日） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

第１種優先株式

2021年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年３月期 －

2022年３月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

第２種優先株式

2021年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年３月期 －

2022年３月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

種類株式の配当の状況

　普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。

　（参考）１．第１種優先株式配当金の額は、以下の算式に従い算出される金額であります。

ただし、計算の結果、第１種優先株式配当金の額が20円を超える場合は20円となります。

第１種優先株式配当金＝1,000円×（日本円ＴＩＢＯＲ＋1.0％）

※　日本円ＴＩＢＯＲ・・・・毎年４月１日現在における日本円のトーキョー・インター・バンク・オフ

ァード・レート（６ヶ月物）として全国銀行協会によって公表される数値

２．第２種優先株式配当金の額は、以下の算式に従い算出される金額であります。

ただし、計算の結果、第２種優先株式配当金の額が20円を超える場合は20円となります。

第２種優先株式配当金＝1,000円×（日本円ＴＩＢＯＲ＋1.25％）

※　日本円ＴＩＢＯＲ・・・・毎年10月１日現在における日本円のトーキョー・インター・バンク・オフ

ァード・レート（６ヶ月物）として全国銀行協会によって公表される数値
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済の持ち直しに伴い輸出は増加傾向

を示したものの、新型コロナウイルス感染症の再拡大に伴う緊急事態宣言やまん延防止等重点措

置の実施の影響を受け、先行きは極めて不透明な状況が続いております。

　当社グループを取り巻く事業環境は、民間設備投資は持ち直しの動きがみられ、５Ｇ（第５世

代移動通信システム）関連の需要や世界的な半導体不足に対応した生産能力増強関連の需要は堅

調に推移しました。

　このような状況の中で当社グループは、引き続き社会基盤の維持に不可欠な当社グループ製品

の製造を継続する一方、お客様、従業員の安心・安全を第一に考え活動することで感染症拡大防

止に努めました。そのうえで、組織機構改革により収益基盤の更なる強化、間接業務の効率化を

進めました。また、キャッシュ・フローの改善に取り組み、借入増をすることなく優先株式取

得・消却を実施しました。

　この結果、連結売上高は前年同期比６億75百万円増加の43億74百万円（前年同期比18.3％

増）、連結利益は研究開発活動等により一般管理費販売費は増加したものの、売上増加に加え、

原価改善に努めたことから、営業利益は前年同期比３億66百万円改善の３億25百万円、経常利益

は前年同期比４億０百万円改善の３億15百万円となりました。また、親会社株主に帰属する当期

純利益は、営業利益及び経常利益が改善したことから、前年同期比３億53百万円改善の１億79百

万円となり、黒字に転換しました。

セグメント別の状況

情報システム

　情報システムは、主要プロジェクトの端境期により、受注高は減少しました。一方、収益力向

上のため、ＱＣＤ（品質、コスト、納期）の改善活動に継続的に取り組んでおり、これらにより

セグメント利益は改善しました。

　この部門の当期の売上高は前年同期比５億88百万円増加の27億97百万円（前年同期比26.7％

増）、セグメント利益は前年同期比３億96百万円改善の２億27百万円となりました。

電子機器

　電子機器は、接合機器は５Ｇ関連需要が堅調に推移しましたが、赤外線機器は生産設備用途の

需要は回復傾向を示すものの、前期に急増した発熱者スクリーニング需要は国の補助金の執行遅

れもあり低迷しました。これらにより、電子機器全体としての売上高は増加しました。一方、セ

グメント利益は研究開発活動等による一般管理費販売費の増加により微減となりました。

　この部門の当期の売上高は前年同期比86百万円増加の15億77百万円（前年同期比5.8％増）、

セグメント利益は前年同期比29百万円減少の98百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ33億71百万円減少し、

228億45百万円となりました。これは主に受取手形、売掛金及び契約資産が18億35百万円、退職

給付に係る資産が14億２百万円減少したためであります。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ25億59百万円減少し、133億62百万円となりました。こ

れは主に支払手形及び買掛金が３億73百万円、退職給付に係る負債が14億49百万円減少したため

であります。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ８億12百万円減少し、94億83百万円となりました。こ

れは主に親会社株主に帰属する四半期純利益を１億79百万円計上する一方、自己株式の取得及び

消却により10億２百万円減少したためであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の連結業績予想につきましては、2021年５月26日に公表いたしました業績予想に

修正はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,291 2,072

受取手形及び売掛金 11,288 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 9,453

棚卸資産 4,234 4,237

その他 163 198

流動資産合計 17,978 15,962

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 649 627

土地 3,847 3,847

その他 237 245

有形固定資産合計 4,734 4,720

無形固定資産 134 215

投資その他の資産

退職給付に係る資産 3,261 1,858

その他 128 108

貸倒引当金 △18 △18

投資その他の資産合計 3,370 1,947

固定資産合計 8,239 6,883

資産合計 26,217 22,845

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,902 3,529

短期借入金 4,320 4,320

未払法人税等 66 26

賞与引当金 722 367

製品保証引当金 120 126

その他 1,650 1,199

流動負債合計 10,782 9,568

固定負債

長期借入金 880 830

繰延税金負債 455 608

再評価に係る繰延税金負債 993 993

退職給付に係る負債 2,698 1,248

その他 112 112

固定負債合計 5,139 3,793

負債合計 15,921 13,362

純資産の部

株主資本

資本金 5,895 5,895

利益剰余金 1,398 595

自己株式 △15 △15

株主資本合計 7,278 6,475

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 0 0

土地再評価差額金 2,254 2,254

退職給付に係る調整累計額 762 753

その他の包括利益累計額合計 3,017 3,008

純資産合計 10,296 9,483

負債純資産合計 26,217 22,845
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年６月30日)

売上高 3,699 4,374

売上原価 2,821 3,048

売上総利益 878 1,326

販売費及び一般管理費 918 1,001

営業利益又は営業損失（△） △40 325

営業外収益

受取手数料 0 0

技術指導料 1 2

その他 1 1

営業外収益合計 4 4

営業外費用

支払利息 13 10

事務所移転費用 33 －

その他 1 3

営業外費用合計 47 13

経常利益又は経常損失（△） △84 315

特別損失

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△84 315

法人税等 89 136

四半期純利益又は四半期純損失（△） △174 179

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△174 179

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △174 179

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 0 0

土地再評価差額金 1 －

退職給付に係る調整額 △39 △9

その他の包括利益合計 △38 △8

四半期包括利益 △212 170

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △212 170

非支配株主に係る四半期包括利益 - -

（四半期連結包括利益計算書）
（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2021年６月11日付で第２種優先株式1,000,000株を日本電気株式会社から取得し、同日

付で消却を実施いたしました。この結果、当第１四半期連結累計期間において利益剰余金が、

1,002百万円減少したこと等により、当第１四半期連結会計期間末において利益剰余金残高が595

百万円となっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計

基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの

支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を

認識することといたしました。

　これにより、従来、工事契約に関して、進捗部分について成果の確実性が認められる工事につ

いては工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、履行義

務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。

　なお、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もることができないが、発生する費用を回

収することが見込まれる場合は、原価回収基準にて収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な

取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した

場合の累積的影響額を、当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高

から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は147百万円増加し、売上原価は158百万円増加

し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ３百万円減少しております。

また、利益剰余金の当期首残高は31百万円増加しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資

産」に表示していた「受取手形及び売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より「受取手形、売

掛金及び契約資産」に含めて表示することといたしました。

　なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について

新たな表示方法による組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会

計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項

及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める

経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用

することといたしました。これによる、四半期連結財務諸表への影響はありません。
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（単位：百万円）

情報システム 電子機器 合計

売上高

外部顧客への売上高 2,208 1,490 3,699

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 2,208 1,490 3,699

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
△168 127 △40

（単位：百万円）

情報システム 電子機器 合計

売上高

外部顧客への売上高 2,797 1,577 4,374

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 2,797 1,577 4,374

セグメント利益（営業利益） 227 98 325

（セグメント情報等）
【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自 2020年４月１日　至 2020年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益又はセグメント損失の合計は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しており

ます。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自 2021年４月１日　至 2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（単位：百万円）

前年同四半期
2021年３月期

第１四半期累計

当四半期
2022年３月期
第１四半期累計

（参考）
2021年３月期

受注高 受注残高 受注高 受注残高 受注高 受注残高

情報システム 2,386 6,536 1,823 6,348 13,359 7,321

電子機器 1,925 2,513 2,691 3,708 8,313 2,594

合計 4,311 9,050 4,515 10,056 21,673 9,916

３．補足情報

（１）受注高及び受注残高

（単位：百万円）

前年同四半期
2021年３月期

第１四半期累計

当四半期
2022年３月期
第１四半期累計

（参考）
2021年３月期

売上高 構成比 売上高 構成比 売上高 構成比

情報システム 2,208 59.7％ 2,797 63.9％ 12,396 61.4％

電子機器 1,490 40.3％ 1,577 36.1％ 7,798 38.6％

合計 3,699 100％ 4,374 100％ 20,195 100％

（単位：百万円）

前年同四半期
2021年３月期

第１四半期累計

当四半期
2022年３月期
第１四半期累計

（参考）
2021年３月期

海外売上高 海外売上高 海外売上高

情報システム 66 71 528

電子機器 665 1,027 3,735

合計 731 1,098 4,263

海外売上高の連結売

上高に占める割合
19.8％ 25.1％ 21.1％

（２）売上高

　（注）　海外売上高は以下のとおりであり、内数であります。
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